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研究成果の概要（和文）： 

本研究では，インタラクティブな医療支援システムの構築を目的として，ユーザにより入力

された症状語句に基づき，インタラクティブに関連症状や病名等を推論し（症状・病名発想支

援システム），ユーザの状況や病院の施設基準を考慮して，適切な病院を呈示するシステム（病

院呈示システム）の開発と関連技術の検討を行った．ユーザが入力した症状語句をベースとし，

対象となる文章データから抽出された語句との共起情報に基づき，入力された症状語句と抽出

された語句との関連性を階層的なグラフ構造で呈示するシステムを構築した．さらに，本研究

の主たる関連技術である HK グラフについて，自然言語処理技術に基づく機能・性能向上に関す

る検討を行うとともに，HAI（ヒューマン・エージェント・インタラクション）の最新研究・技

術を取り入れた新たな可視化技術の開発に取り組んだ． 

 
研究成果の概要（英文）： 

This study aimed to develop an interactive hospital search support system (IHSSS) 
for integrated medical support system, which can interactively infer the name of 
disease  or relative symptoms based on the symptom words inputted by a user. This 
system infers and shows the candidates of the name of disease and relative symptoms 
with hierarchical graph structure based on the co-occurrence between inputted 
symptom words and the extracted words from relative texts after a user inputs his/her 
symptom words. This study also tried to improve the function and performance of HK 
Graph, which is the core technique of this study, based on the natural language 
processing skill, and it developed a new visualization technique innovating latest 
research and skill of Human Agent Interaction (HAI). 
 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2010 年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

2011 年度 1,300,000 390,000 1,690,000 

2012 年度 800,000 240,000 1,040,000 

総 計 3,300,000 990,000 4,290,000 

 

 

研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：情報学 ・ メディア情報学・データベース 

キーワード：医療支援システム，テキストマイニング，情報可視化，HK グラフ，診断支援 

 

機関番号：１３９０１ 

研究種目：基盤研究(C) 

研究期間：2010  ～  2012 

課題番号：22500088 

研究課題名（和文）  

 インタラクティブ医療支援システムの開発 

研究課題名（英文） Development of Interactive Medical Support System 

 

研究代表者 

吉川 大弘（YOSHIKAWA TOMOHIRO） 

名古屋大学・工学研究科・准教授 

 研究者番号：20303753 

 

 



１．研究開始当初の背景 

近年，人々の健康に対する関心の増加を背
景に，家庭医学を取り扱ったテレビ番組や，
一般の人にもわかる医学に関する本が出版
されるなど，さまざまな形で医療情報の公開
がなされ始めている．特に，現在の情報化社
会において，インターネットを用いて医療情
報を提供するシステムの開発・公開も急速に
進められてきており，今後も医療支援システ
ムに対する要求や必要性は高まっていくも
のと予想される．しかしながら，医学の分野
では，一般の人には理解が困難な専門的な用
語や知識が多数存在する．例えば，医療法で
定める医療機関及び医師等の基準の他に，健
康保険法などの規定に基づき厚生労働大臣
が定めた保険診療の一部である「施設基準」
を説明するホームページ[I]は，一般の人向
けにわかりやすい用語・構成で作成されたも
のであるが，依然，専門用語も多い．しかし，
実際に病院では施設基準に基づいた診療が
なされ，診療費もこれに基づいて決められる
ため，行った先の病院で，施設基準が合わな
いことで治療が受けられずに他の病院に回
されることや，治療に対して必要な施設基準
が存在しないことで診察費が高額になって
しまうなどの問題が起きている．これらのト
ラブルを解消するには，ユーザが施設基準そ
のものを理解し，自己の病気と病院の持つ施
設基準などの情報も総合的に考慮して行く
べき病院を選択する必要がある．しかしこれ
らすべてをユーザに委ねるのは現実的では
ない． 
これまで，文章データから語句を自動で切

り出し，それらの共起度情報をもとに，テキ
スト中の語句同士の関係を階層的なキーワ
ードグラフ構造で可視化するテキスト可視
化ツール (Hierarchical Keyword Graph (HK
グラフ))を開発してきた．HK グラフはテキス
ト中の語句間の関係を可視化するものであ
るが，対象とするテキストを医療に関するホ
ームページや医学辞書とし，抽出する語句を
症状／病名とすることで，ユーザの持つ「症
状」と関係性のある症状や病名の呈示が可能
となると思われる．例えば，ユーザが病気に
かかり，病名がわからず漠然と「腹痛」と「頭
痛」がするという状況があったとき，それら
の症状に関連する病名や他の症状を呈示す
ることで，ユーザが自分の病気や関連症状を
推測する支援を行うことができる．さらに，
施設基準を考慮した上で，その病気やユーザ
の生活環境に合った病院を呈示することで，
ユーザ自身に専門的な知識を要求すること
なく，前述のような問題を解決することが可
能となる． 
[I]独立行政法人福祉医療機構 WAMNET: 
http://www.wam.go.jp/iryo/ 

 

２．研究の目的 

 本研究では，文章データから語句を自動で
切り出し，語句同士の関係を階層的なキーワ
ードグラフ構造で可視化するHKグラフを用
い，ユーザの持つ「症状」と関係性のある症
状や病名の呈示を行うインタラクティブな
病名発想支援システムの構築を目的とする．
その際に，病名や症状の発想支援につながる
症状語句の抽出方法，ならびにそれらの効果
的な呈示方法について検討し，インタラクテ
ィブな病名発想支援システムとして体系化
を行う．さらには可能性のある病名を推論し，
ランキング順に呈示するとともに，適切な病
院を地図上で呈示する総合的な医療支援シ
ステムの開発を目指す．また，病院の選択基
準について，施設基準だけでなく，病床数や
専門医など病院のデータベースに含まれる
様々な情報とのリンク方法についても検討
を行っていく．本システムの特徴の一つは，
ユーザとのインタラクティブなやりとりに
より症状・病名の発想支援を進められる点に
ある．また，計算コストの軽量化を行うこと
により，将来的には，携帯電話アプリとして
誰もが気軽に利用できるシステムとして発
展させる． 

 

３．研究の方法 

本研究では，医療支援システムとして，ユ
ーザが入力した症状を基に，インタラクティ
ブに病気を推論し（症状・病名発想支援シス
テム），ユーザの状況や病院の施設基準を考
慮して，適切な病院を呈示するシステム（病
院呈示システム）の構築を目的としている． 
症状から病名を推論する症状・病名発想支

援システムには，共起度情報をもとに，文章
データ中の語句同士の関係を階層的なキー
ワードグラフ構造で可視化する HK グラフを
用いる．ここでは，対象とする文章データを
医療に関するホームページおよび医学電子
辞書とし，抽出する語句を症状／病名とする．
ユーザから入力された症状語句をベースと
し，対象となる文章データから抽出された症
状語句との共起度情報に基づき，入力された
症状語句との関連性を階層的なグラフ構造
で呈示する．このとき，ユーザにより入力さ
れた症状と関連する症状との関係性を呈示
することで，システムへの入力時にはユーザ
が明示できなかった症状に対する“気づき”
をうながす発想支援を行う．ユーザは，新た
に自覚された症状を含め，呈示された症状の
程度を重みの形で入力する．医療に関するホ
ームページおよび医学電子辞書から抽出さ
れた病名と，これら重みを考慮した症状との
関連性を共起度により算出し，得られた値の
高い病名から順に呈示する． 



上記により推論された病名に対し，ランキ
ングを考慮することでそれぞれの信頼度（そ
の病気である可能性）を算出する．病院呈示
システムでは，信頼度を考慮した各病気に対
する施設基準，およびユーザの居住情報など
を基に，適切な病院を抽出し，電子地図を用
いて交通手段などを含めた病院の情報を呈
示する． 
 
４．研究成果 
症状から病名を推論する症状・病名発想支

援システムには，共起度情報をもとに，文章
データ中の語句同士の関係を階層的なキー
ワードグラフ構造で可視化する HKグラフ（図
1）を用いた．ユーザから入力された症状語
句をベースとし，対象となる文章データから
抽出された症状語句との共起度情報に基づ
き，入力された症状語句との関連性を階層的
なグラフ構造で呈示する．このとき，ユーザ
により入力された症状と関連する症状との
関係性を呈示することで，システムへの入力
時にはユーザが明示できなかった症状に対
する“気づき”をうながす発想支援ツールの
開発を行った．ユーザは，新たに自覚された
症状を含め，呈示された症状の程度を重みの
形で入力する．医療に関するホームページお
よび医学電子辞書から抽出された病名と，こ
れら重みを考慮した症状との関連性を共起
度により算出し，得られた値の高い病名から
順に呈示した．これにより推論された病名に
対し，ランキングを考慮することでそれぞれ
の信頼度（その病気である可能性）を算出し
た．また，症状・病名語句の自動抽出手法の
開発を行った．対象となる文章を医学辞書や
医療に関する Web テキストとすることで，抽
出される語句は病名や症状に関するものが
多くなる．しかしこのように対象文章を限定
しても，その語句そのものは症状や病名とは
あまり関係のないものも多く抽出されてし
まう．呈示された語句に占めるこれらの語句
の割合が多くなるほど，関連症状の発想支援
には妨げとなるため，対象文章から切り出さ
れた語句から症状や病名に関係するものの
みを自動で抽出する手法について開発を行
った． 
本研究を進める上で明らかとなった課題

として，症状・病名発想支援システムにおけ
る，想定以上の入・出力語句の揺らぎの大き
さが挙げられる．一般のユーザが入力する症
状語句について，適切な専門用語を入力する
ことが困難であることはもちろんであるが，
そもそも症状を語句として入力すること自
体が困難であることや，用いる語句のばらつ
きの大きさが問題となり，症状や病名の発想
支援が適切に行えないケースが多々見られ
た． 
そこで，辞書や SNS・ツイッターといった

個人の日常的な事柄に関する記述を含むホ
ームページのテキストを用いて，“概念”に
より，類似語句を集約する技術を開発した．
これにより，類似語句のクラスタリングや概
念を用いたラベル付けが可能となった．しか
し依然として，ユーザの深層心理にある概念
と，入力語句に付与する概念とのずれは大き
く，本システムにおける自然言語処理の困難
さが課題となった．そこで本研究ではさらに，
自然言語処理の分野で近年盛んに研究が進
められている「トピックモデル」に着目し，
症状語句をキーワード，病名をトピックとす
る新しいアプローチでの症状・病名発想支援
システムを構築し，HK グラフに組み入れるこ
とに成功した．また，ユーザ支援技術として
の“可視化”について，多角的に検討を行っ
た． 
病院に関する情報データベースは構築し

たものの，呈示された病名の信頼度と，各病
院との施設基準およびユーザの居住情報と
の対応付けが十分ではなく，病院呈示システ
ムの構築が予定通りには行えなかった．今後，
具体的な対応方法を検討していく必要があ
る． 
 

 

図 1 HK グラフの構造 
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